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（2） 前期活動の反省を反映した組織戦略の策定（9 月） 
10 月 3 日から準備期間が開始され、12 月 3，4 日まで開催される交渉・仲裁の全国大会への優勝と
いう目標に照らし、現在の組織の課題を踏まえ、組織マネジメントとしてどのような計画、戦略・制
度を策定すべきかを決定した。まず、組織が何を目標としているかの共通認識を作り、そのためにど
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はなく、個々人に合ったチームの動かし方がある事を、身をもって実感する貴重な経験になった。 
 
また、集団の変革や環境が変化した際にどのように対応するかという、集団の変革という内部環境、
及び周辺環境という外部環境の変化については、上述した①組織の目標②それに対するアプローチ手
法を再整理・再構築することが必要であるとわかった。今回の研究を通しても、はじめから完璧な組
織マネジメントは不可能であるため、反省と指摘に照らし必要に応じて何度も組織の戦略について確
認・変更することが重要であった。 
 
個人では達成できないチームでの目標に照らして、その取組内容だけでなく、どのように個人の能
力を生かした組織の最適化を図るかも考えるべき重要な要素の 1 つである。この組織マネジメントお
よび、各個人の特性を生かしたリーダーシップについて、今回の研究成果を得るための研究母体とな
った団体だけでなく、構成員が所属する他団体においてもその重要性と定着を今後も図っていく。  
 
 
